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○杏林大学外国語学部履修規程 

 

制定 昭和６３年 ４月 １日             
改正 平成 ５年 ４月 １日 平成 ５年１１月１０日 

平成 ８年１１月１８日 平成 ９年１１月１７日 
平成１１年 ２月１５日 平成１１年１１月１５日 
平成１２年１２月１８日 平成１８年 ３月１３日 
平成２０年 ２月１８日 平成２２年 １月１８日 
平成２３年 ２月２１日 平成２５年 ２月１８日 
平成２６年 ２月１７日 平成２７年 ２月１２日 

                              平成２８年 ２月１５日 平成２８年 ３月１４日 
平成３０年 ３月１９日             

 

（意義） 

第１条 外国語学部の履修は、杏林大学学則（以下「学則」という。）の定めによるも

ののほか、この規程による。 

（科目の履修） 

第２条 授業科目の履修は、学則別表４－４（以下「別表４－４」という。）によるも

のとする。 

２ 所属コースの履修手続及び選考については別に定める。 

３ 外国語科目Ａの履修は、英語学科では英語８単位、英語文法２単位、英語作文２単

位、実用英語４単位、実用英語演習２単位、及び中国語６単位を必修、中国語学科で

は英語６単位、及び中国語８単位を必修、観光交流文化学科では英語８単位、実用英

語４単位、実用英語演習２単位、及び中国語６単位を必修とする。外国人留学生は英

語、中国語いずれかの代わりに、日本語を必修とする。 

４ 必修科目及び選択必修科目は、英語学科英語ビジネスコミュニケーションコースで

は、外国語科目Ａを含め４６科目６３単位、英語学科英語教育コースでは、外国語科

目Ａを含め４８科目６７単位、中国語学科では、外国語科目Ａを含め３８科目５７単

位、観光交流文化学科では、外国語科目Ａを含め４６科目（選択必修科目１単位を含

む場合は４７科目）６７単位とする。 

５ 他学科に設置されている専門科目の履修については、在学年限を通じて２０単位を

限度とし、当該授業科目担当教員及び教務委員会の承認を得なければならない。 

６ 前項および大学コンソーシアム八王子を通じた単位互換により修得した単位は、関

連科目の単位として認める。 

７ 各学期に履修できる単位の上限を２２単位とする。ただし、自由科目等については、

この限りではない。 

８ 転・編入学生については、転・編入学時に６２単位を上限に本学の卒業単位として

認定する。転・編入学生の入学後の履修については、以下のように定める。 

（１）第５学期以降に配当されている必修科目を履修する。ただし、選択必修科目につ
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いては、第４学期以前に配当されている科目を履修できるものとする。 

（２）転・編入学以前の学習状況により、必要な科目の学習を特別に課する場合がある。 

９ 日本語教員養成課程の科目の名称及び単位数は、別表に掲げるとおりとする。日本

語教員養成課程の科目のうち所定の単位を修得した者に修了証書を与える。 

（履修申告手続） 

第３条 履修科目は、各学期始めの所定の期日までに登録を行うものとする。履修申告

の方法等については別に定める。 

２ 前項により登録した履修科目の変更及び追加は認めない。ただし、履修登録期間の

終了後、所定の期間に限り、科目履修を中止することができる。 

３ 履修申告により登録していない科目は、当該科目の履修及び試験の受験を認めない。 

（試験） 

第４条 履修科目の単位を修得するためには、その科目の総合判定に合格しなければな

らない。この総合判定は、平常点のみによる場合と平常点と試験による場合とがある。

各授業科目における総合判定は、科目担当者が科目の性質や学習効率などを考慮して

決定する。 

２ 前項の平常点とは、平常授業を通じて行われる評価（小テストなどを含む。）であ

り、試験とは、定期試験、追試験及び再試験をさす。 

３ 定期試験は、学期末の指定期間に行う。（一部の科目については、指定期間の約１

週間前に行う場合がある。）ただし、科目の履修期間が学期に一致しない場合（集中

講義など）は、授業実施期間中に行うことがある。 

４ 追試験は、病気その他やむを得ない事由により定期試験を受けることができなかっ

た者に対して、教授会の承認を経て行う。その実施については別に定める。 

５ 再試験は、教授会の承認を得た者に限り、第４学期及び最終学期に行う。その実施

については別に定める。 

（学業成績） 

第５条 履修科目の総合判定は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階の評語で示される。 

２ 前項の各評語は、総合判定を１００点とした場合、Ｓが９０点以上、Ａが８０点以

上９０点未満、Ｂが７０点以上８０点未満、Ｃが６０点以上７０点未満、Ｄが６０点

未満若しくは定期試験欠席を意味し、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃを合格、Ｄを不合格とする。 

３ 出席不良等により判定不能な場合の評語はＥとする。 

４ 単位認定を受けた科目の評語はＮとする。 

５ 履修を中止した科目の評語はＷとする。 

 （ＧＰＡ） 

第５条の２ 前条の成績の評価（履修中止科目、自由科目及び単位認定科目は除

く）に対して次項によるグレードポイント（以下「ＧＰ」という。）を設定し、

下記の計算式によりＧＰの平均値であるグレードポイントアベレージ（以下

「ＧＰＡ」という。）を算出する。 
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 ＧＰＡ＝{(評価を受けた科目のＧＰ)×(当該科目の単位数)}の累計／（履修登

録の単位数の合計）の累計 

２ 成績の評価に対するＧＰは、Ｓが４点、Ａが３点、Ｂが２点、Ｃが１点、Ｄ、

Ｅが０点とする。 

（不正行為） 

第６条 試験中に不正行為があったときは、当該科目を不合格とする。 

２ 前項の不正行為については、教授会の決定により、さらに他の履修科目を減点若し

くは不合格とし、必要に応じ学則第４３条の規定に定める懲戒を行うことがある。 

３ 試験中の不正行為の取扱いについては別に定める。 

（進級判定） 

第７条 進級の認定は、教務委員会の議を経て、教授会において審議し、これを行う。 

２ 各学期の修得単位数が１単位以上であれば次の学期に進級できる。ただし、第５学

期への進級には、卒業に必要な総単位数のうち、６２単位以上を修得していなければ

ならない。 

３ 履修学期が指定されている必修科目の単位を修得しないで進級した者は、進級学期

においてその未修得科目の単位を修得しなければならない。 

４ 外国の教育機関への留学期間中は進級とする。ただし、留学許可書の留学期間終了

後から１ヶ月以内に留学先教育機関が発行した成績証明書等を提出しなければならな

い。 

（留学期） 

第８条 前条により進級の認定がされなかった者は留学期とし、原級に留めるものとす

る。 

２ 留学期者と留学期経験者の科目の履修については、当該授業科目担当教員及び教務

委員会協議のうえ、次学期の科目の履修を認めることがある。 

（卒業判定） 

第９条 卒業の認定は、第８学期において、教務委員会の議を経て、教授会において審

議し、学長がこれを行う。 

 （教授会決定） 

第１０条 外国語学部の履修について、この規程に定めのない事項は、教授会の定めに

よる。 

 

   附 則 

 この規程は、昭和６３年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成 ５年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成 ６年 ４月 １日から施行する。 
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   附 則 

１ この規程は、平成 ９年 ４月 １日から施行する。 

２ 旧学則の時入学した学生については、新学則施行時に、次の移行措置を行う。 

（１）英米語学科では専門科目ＡⅡ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴの科目・現代英語特論・卒業論文・現

代日本社会特論・情報処理基礎Ⅰ、中国語学科では現代日本社会特論・情報処理基礎

Ⅰ、日本語学科では現代日本社会特論・情報処理基礎Ⅰ・英語Ⅴ・実用英語Ⅴ、これ

らの科目のうち下級学年に配当された科目の必修を除外して、新学則を適用する。 

（２）新学則に記載されていない旧学則の科目の単位を取得している場合は、旧学則別

表上の範疇の科目の単位として取得したものとみなす。また、旧学則の必修科目の単

位を取得している場合は、同範疇の必修の単位とみなす。 

（３）英米語学科では、卒業の要件として、専門科目のうち、必修科目の単位数を３８

単位以上とする。また、専門科目の選択科目１０単位を専門関連科目の選択科目単位

で代替することができる。 

   附 則 

１ この規程は、平成１０年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成９年度以前の旧学則の時入学した学生については、次の移行措置を行う。 

（１）英米語学科では専門科目ＡⅡ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴの科目・現代英語特論・卒業論文・現

代日本社会特論・情報処理基礎Ⅰ、中国語学科では現代日本社会特論・情報処理基礎

Ⅰ、日本語学科では現代日本社会特論・情報処理基礎Ⅰ・英語Ⅴ・実用英語Ⅴ、これ

らの科目のうち平成９年度の時点で下級学年に配当された科目の必修を除外して、新

学則を適用する。 

（２）新学則に記載されていない旧学則の科目の単位を修得している場合は、旧学則別

表上の範疇の科目の単位として修得したものとみなす。また、旧学則の必修科目の単

位を取得している場合は、同範疇の必修の単位とみなす。 

（３）英米語学科では、卒業の要件として、専門科目のうち、必修科目の単位数を３８

単位以上とする。また、専門科目の選択科目１０単位を専門関連科目の選択科目単位

で代替することができる。 

（４）平成１０年度第４学年の卒業論文履修者が第３学年で履修した部分の卒業論文を、

英米語学科・中国語学科では卒業論文演習１・２として、日本語学科では日本語学演

習１・２として、認定する。同様に、英米語学科では第４学年の現代英語特論履修者

が第３学年で履修した部分の現代英語特論を、現代英語特論１・２として認定する。 

   附 則 

１ この規程は、平成１１年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成１０年度以前に入学した日本語学科留学生については、次の移行措置を行う。 

（１）専門関連科目について、必修語学を英語、実用英語又は日本語とし、あわせて１

０単位を必修とする。選択語学として、必修語学に含まれなかった単位を併せて１

選択語学６単位、あるいは２選択語学８単位を卒業の要件とする。 
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   附 則 

１ この規程は、平成１２年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成１２年３月までに修得した現代日本社会特論－１・２を専門科目の単位として

認定する。 

３ 平成１１年度以前の旧学則の時入学した中国語学科の学生については、専門科目の

必修単位を２８単位以上とする。 

   附 則 

１ この規程は、平成１３年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成１３年３月３１日までに英米語学科、中国語学科及び日本語学科に在籍する者、

平成１５年３月３１日までに英米語学科、中国語学科及び日本語学科に転・編入学し

た者は改正前の規程を適用するものとする。ただし、新履修規程第５条は在籍する者

にも適用する。また、希望する者には新学則を準用することができるが、教職課程を

履修する者には準用できない。 

３ 前項の履修規程第２条２項及び第２条３項１号、第６条については別に細則を定め

る。 

４ 別表４及び改正前の学則別表４における一部授業科目の相互の読み替えは別に定め

る。 

附 則 

１ この規程は、平成１８年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成１７年１０月１日以前に入学した者及び平成１９年１０月１日以前に編入学し

た者の科目の履修については、学則別表４－１の他、改正前の規程を適用するものと

する。 

附 則 

１ この規程は、平成２０年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成１９年１０月１日以前に入学した者及び平成２１年１０月１日以前に編入学し

た者の科目の履修については、学則別表４－２の他、改正前の規程を適用するものと

する。 

附 則 

１ この規程は、平成２２年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成２１年１０月１日以前に入学した者及び平成２３年１０月１日以前に編入学し

た者の科目の履修については、学則別表４－３の他、改正前の規程を適用するものと

する。 

附 則 

１ この規程は、平成２３年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成２２年１０月１日以前に入学した者及び平成２４年１０月１日以前に編入学し

た者の科目の履修については、学則別表４－４の他、改正前の規程を適用するものと

する。 
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３ 前項の規定にかかわらず、第２条第６項の大学コンソーシアム八王子を通じた単位

互換については、平成２２年１０月１日以前に入学した者及び平成２４年１０月１日

以前に編入学した者にも適用するものとし、修得した単位は、専門関連科目Ｄの単位

として認める。 

附 則 

１ この規程は、平成２５年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成２４年１０月１日以前に入学した者及び平成２６年１０月１日以前に編入学し

た者の科目の履修については、学則別表４－５の他、改正前の規程を適用するものと

する。 

附 則 

１ この規程は、平成２６年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成２５年９月１５日以前に入学した者及び平成２７年９月１５日以前に編入学し

た者の科目の履修については、学則別表４－３の他、改正前の規程を適用するものと

する。 

   附 則 

 この規程は、平成２７年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、平成２８年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成２７年９月１５日以前に入学した者及び平成２９年９月１５日以前に編入学し

た者の科目の履修については、学則別表４－４の他、改正前の規程を適用するものと

する。 

附 則 

１ この規程は、平成２８年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成２７年９月１５日以前に入学した者及び平成２９年９月１５日以前に編入学し

た者の科目の履修については、学則別表４－３の他、改正前の規程を適用するものと

する。 

附 則 

 この規程は、平成３０年 ４月 １日から施行する。 
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別表（第２条第９項関係） 

 日本語教員養成課程科目 

 科   目 単位数   科   目 単位数 

日
本
語
学
／
日
本
語
教
育
学
科
目 

日 本 語 学 概 論 ２  

言
語
／
文
化
等
関
連
科
目 

こ と ば と 社 会 ２ 

言 語 の 歴 史 （ 日 ） ２  社 会 言 語 学 ２ 

日 本 語 学 特 論 Ⅰ ２  認 知 言 語 学 ２ 

日 本 語 学 特 論 Ⅱ ２  異文化コミュニケーション ２ 

日 本 語 学 特 論 Ⅲ ２  こ と ば と 文 化 ２ 

日 本 語 学 特 論 Ⅳ ２  アジアの文学・文化（日） ２ 

日 本 語 教 育 概 論 ２  日 本 文 化 論 ２ 

日 本 語 教 育 学 特 論 Ⅰ ２  比較文化と異文化理解 ２ 

日 本 語 教 育 学 特 論 Ⅱ ２  日 中 比 較 文 化 論 Ⅰ ２ 

日 本 語 教 育 学 特 論 Ⅲ ２  日 中 比 較 文 化 論 Ⅱ ２ 

日 本 語 教 育 学 特 論 Ⅳ ２  日 本 文 化 演 習 Ⅰ ２ 

実
技
演
習
科
目 

日 本 語 授 業 の 実 際 Ⅰ ２  日 本 文 化 演 習 Ⅱ ２ 

日 本 語 授 業 の 実 際 Ⅱ ２  日本と世界の近現代史 ２ 

日 本 語 教 育 実 習 Ⅰ １  地 域 圏 研 究 Ⅵ ２ 

日 本 語 教 育 実 習 Ⅱ １  社 会 学 ２ 

    グローバル社会と国際協力 ２ 

    ダイバーシティ入門 ２ 

    ファシリテーション論 ２ 

    観光交流文化特論Ⅳ ２ 

    第
３
語
学
科
目 

韓 国 語 Ⅳ ２ 

    ド イ ツ 語 Ⅳ ２ 

    フ ラ ン ス 語 Ⅳ ２ 

    ス ペ イ ン 語 Ⅳ ２ 

 

備考 上記の表より１８単位以上（日本語／日本語教育学科目より１０単位以上、

実技演習科目２単位以上、言語／文化等関連科目６単位以上、ただし、第３

語学科目を２単位以上取得の場合、言語／文化等関連科目４単位以上とす

る。）を履修、上級は２６単位以上（日本語学／日本語教育学科目より１２

単位以上、実技演習科目４単位以上、言語／文化等関連科目１０単位以上、

ただし、第３語学科目２単位以上取得の場合は、言語／文化等関連科目８単

位以上とする。）を履修 

 


